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金時山山頂より

　

12
月
14
日
行
わ
れ
た
衆
院
選
挙

の
結
果
、
自
民
党
２
９
０
議
席
・
自

公
で
３
２
５
議
席
と
な
り
、
再
可
決

可
能
な
３
分
の
２
を
超
え
ま
し
た
。

　

悪
知
恵
だ
け
は
長
け
た
安
倍
と

そ
の
取
り
巻
き
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
化
け
の
皮
が
は
が
れ
な
い
う

ち
に
と
、「
大
義
な
き
選
挙
」
の
奇

襲
を
仕
掛
け
、
マ
ス
コ
ミ
に
選
挙

報
道
の
自
粛
を
迫
る
な
ど
の
争
点

隠
し
を
行
っ
て
、
自
民
党
圧
勝
劇

を
演
出
し
ま
し
た
。
史
上
最
低
の

投
票
率
が
、
今
回
の
選
挙
の
特
徴

を
如
実
に
示
し
て
い
ま
す
。

　
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
生
活
向
上
」

は
絵
空
事
で
す
。
実
は
既
に
昨
年

秋
か
ら
景
気
は
後
退
し
て
お
り
、

実
質
賃
金
は
下
が
り
続
け
、
正
規

雇
用
者
は
減
り
続
け
て
い
ま
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
一
部
の
大
企

業
の
み
を
優
遇
し
、
中
小
零
細
企

業
や
労
働
者
国
民
へ
ツ
ケ
を
回
す

構
造
に
、
そ
の
本
質
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
選
挙
結
果
を
受
け
て

安
倍
政
権
は
４
年
間
の
白
紙
委
任

を
受
け
た
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
政

策
を
進
め
る
で
し
ょ
う
。
ア
メ
リ

カ
の
手
下
に
な
っ
て
戦
争
を
す
る

国
、
労
基
法
や
派
遣
法
を
改
悪
し

て
資
本
家
優
位
の
国
、
年
金
改
悪

や
医
療
・
介
護
の
国
民
負
担
増
の

国
へ
突
き
進
み
、
憲
法
改
正
も
視

野
に
入
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。「
戦
争
Ｎ
Ｏ
！
」「
原
発
再

稼
働
Ｎ
Ｏ
！
」「
人
権
を
守
れ
！
」

の
声
を
上
げ
続
け
る
こ
と
が
、
政

府
に
対
す
る
抑
止
力
に
な
り
ま
す
。

退
職
者
会
は
、
安
倍
政
権
を
打
倒

す
る
ま
で
果
敢
に
闘
い
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

安
倍
の
暴
走
を
止
め
ろ
！

闘
い
続
け
抑
止
力
を
発
揮
し
よ
う

自
公
で
３
分
の
２
を
突
破

安
倍
独
裁
政
治
の
招
来

Ｎ
Ｏ
の
声
を
上
げ
続
け
よ
う
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清友会旅行

例
の
事
態
で
し

た
が
、
例
年
同

様
、
仲
間
う
ち

だ
け
の
ゆ
っ
た

り
し
た
日
程
の

旅
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し

た
。
勿
論
、
夜

は
カ
ラ
オ
ケ
大

会
。
自
慢
の
ノ

ド
を
次
々
と
披

露
、
最
後
は
恒

例
の
女
性
に
よ

る
大
合
唱
で
閉

め
ま
し
た
。

　

今
年
の
旅
行

は
紅
葉
の
す
ば

ら
し
さ
が
特
筆
も
の
で
、
帰
り
の

車
窓
か
ら
観
た
妙
義
山
の
紅
葉
は

ま
さ
に
絵
の
よ
う
で
し
た
。

　

今
年
の
親
睦
旅
行
は
「
さ
わ
や

か
信
州
・
歴
史
と
文
化
を
訪
ね
る

旅
」。
11
月
４
日
か
ら
６
日
の
２
泊

３
日
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
参
加

は
例
年
よ
り
少
な
く
22
名
で
し
た
。

　

生
島
足
島
神
社
、
北
向
観
音
と

善
光
寺
、
ぴ
ん
こ
ろ
地
蔵
参
拝
で

健
康
も
福
も
引
き
寄
せ
、
一
茶
館

見
学
、
小
布
施
（
オ
プ
シ
ョ
ン
で

北
斎
館
）
と
海
野
宿
散
策
で
、
歴

史
と
文
化
に
ふ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
長
年
つ
き
あ
っ
て
き

た
旅
行
社
の
コ
ス
モ
が
倒
産
し
、

新
旅
行
社
が
参
入
す
る
と
い
う
異

北向観音堂にて

東京清掃2014賃金確定
　

東
京
清
掃
の
賃
金
確
定
闘
争
は
、

23
区
当
局
が
「
区
現
業
は
国
・
民

間
に
比
べ
て
賃
金
水
準
は
高
い
」

と
執
拗
に
主
張
し
た
た
め
難
航
し

ま
し
た
が
、
11
月
21
日
に
よ
う
や

く
解
決
し
ま
し
た
。

　

妥
結
内
容
は
、
①
勧
告
に
準
じ 東京清掃第三波総決起集会

さわやか信州満喫の旅

善光寺山門前にて

海野宿を散策

恒例になった女性参加者による合唱

た
給
料
表
・
一
時
金
、
②
勧
告
に

準
じ
た
地
域
手
当
２
％
増
＝
本
給

減
の
あ
お
り
を
受
け
て
減
額
さ
れ

る
退
職
手
当
は
職
務
・
職
責
ポ
イ

ン
ト
の
ア
ッ
プ
で
対
応
（
技
能
主

任
以
上
は
影
響
額
を
ほ
ぼ
回
復
）、

③
07
賃
金
で
９
％
削
減
を
受
け
た

際
導
入
さ
れ
、
生
涯
昇
給
せ
ず
後

輩
に
追
い
抜
か
れ
る
矛
盾
も
出
る

「
切
替
調
整
号
数
」制
度
に
つ
い
て
、

10
年
度
以
降
の
昇
任
・
昇
格
者
の

在
調
措
置
に
よ
り
一
定
程
度
回
復

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。
厳
し
い
状
況
の
中
で

よ
く
頑
張
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

退
職
者
会
は
、
現
役
世
代
の
応

援
団
と
し
て
、
東
京
清
掃
の
決
起

集
会
を
激
励
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
、
現
役
世
代
の
応
援
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

旅行代金が高騰気味
　長距離バスの事故防止対策
のため、料金体系はバス運転
手の拘束時間と走行距離によ
る算出方式に変更。円安と外
国人観光客増に伴いホテル代
が値上げ傾向。来年の旅行は、
従来の金額設定では困難にな
りそうです。さてどうするか、
検討することが必要です。
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１月31日新春の集い新春の集い
●日　時　１月 31 日（土）

12 時 30 分集合
12 時 45 分開催

●場　所　小石川後楽園
涵徳亭（かんとくてい）

●会　費　3,000 円
※参加する方は１月 10 日までに

連絡ください。

●
新
春
の
集
い

　

１
月
31
日
の
土
曜
日
、
12

時
45
分
か
ら
小
石
川
後
楽
園

「
涵
徳
亭
」
で
開
催
し
ま
す
。

会
費
は
３
千
円
。
出
席
の
連

絡
は
１
月
10
日
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
小
石
川
後
楽
園
を

散
策
す
る
方
は
、
入
園
料

（
65
歳
以
上
150
円
）
を
自
己
負

担
で
お
願
い
し
ま
す
。

●
演
芸
を
楽
し
む
会

　

今
年
も
実
施
し
ま
す
。
予

定
日
は
別
記
の
と
お
り
で
、

３
月
５
日
の
席
を
お
さ
え
ま

し
た
。
会
費
は
弁
当
付
２
千

円
で
す
。
１
月
に
募
集
し
ま

す
の
で
お
楽
し
み
に
。

演芸を楽しむ会
●出し物　国立演芸場３月上席
●日　時　３月５日（木）

13 時開演
※会費（弁当付）2,000 円

飲み物は各自用意ください。
※１月に参加募集します。

演芸鑑賞会３月５日

　

12
月
４
日
に
開
催
し
た
第
３
回

幹
事
会
で
、
前
記
の
他
、
①
衆
院

選
推
薦
候
補
者
、②
お
花
見
ウ
ォ
ー

ク
検
討
案
、
③
旅
行
と
親
睦
行
事

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
構
想
、
④
会
員

近
況
報
告
実
施
案
、
⑤
動
員
費
の

取
扱
い
、
⑥
会
計
予
算
補
正
等
を

決
定
し
ま
し
た
。

■
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク

　

４
月
中
旬
に
清
水
公
園
（
野
田

市
）
の
ツ
ツ
ジ
を
観
に
行
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。
２
月
中
に
は
日

程
や
場
所
を
確
定
し
ま
す
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
「
旅
行
と
親
睦
・
交
流
行
事
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て

か
ら
３
年
経
ち
ま
す
。
新
し
い
会

員
も
増
え
ま
し
た
の
で
、
改
め
て

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

設
問
内
容
等
も
工
夫
し
て
３
月
に

は
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
近
況
布
告
集
発
行

　

今
年
も
「
近
況
報
告
集
」
を
出

し
ま
す
。
①
健
康
保
持
の
秘
訣
、

②
最
近
行
っ
た
取
組
み
、
③
今
年

の
抱
負
、
④
そ
の
他
、
要
望
や
自

由
意
見
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
１

月
に
報
告
用
紙
を
送
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
動
員
費
の
取
扱
い

　

東
京
清
掃
か
ら
の
交
付
金
が
引

上
げ
に
な
り
、
各
種
集
会
等
の
動

員
費
を
き
ち
ん
と
出
せ
る
環
境
が

整
い
ま
し
た
。
財
政
状
況
を
考
慮

の
上
、
参
加
者
が
極
力
交
通
費
を

持
ち
出
し
に
な
ら
な
い
ギ
リ
ギ
リ

の
線
と
し
て
、
一
律
１
５
０
０
円
に

し
ま
し
た
。
夜
間
は
２
千
円
で
す
。

■
会
計
予
算
を
補
正

　

東
京
清
掃
の
交
付
金
36
万
円
引

上
げ
を
受
け
て
、
そ
の
配
分
内
容

を
決
め
ま
し
た
。
①
動
員
の
増
加

対
策
に
10
万
円
、
②
10
周
年
記
念

お花見は４月中旬

第３回
幹事会

衆
院
選
推
薦
候
補
、
お
花
見

ウ
ォ
ー
ク
検
討
案
、
会
員
近

況
報
告
実
施
案
、
動
員
費
改

訂
、
会
計
補
正
予
算
を
確
認

事
業
費
に
10
万
円
、

③
残
る
16
万
円
は
来

年
度
の
繰
越
金
に
回

し
て
い
こ
う
と
い
う

考
え
方
で
す
。
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１月 16 日、東京清掃旗
開き。恒例の鏡開きは北
条・星野・西川元委員長
と庄司事務局長、吉田委
員長、当局側理事者によ
り盛大に行われました。

１月 25 日、「新春の集い」を小石川後
楽園涵徳亭で開催。昨年東京清掃より
贈呈された「退職者会旗」を掲揚。や
はり、旗があると引き締まります。新
春クイズや自己紹介コーナーで盛り上
がり、爆笑の中でお互いの元気を分か
ち合いました。

３月６日、「演芸
を楽しむ会」を国
立演芸場で行い、
家族を含め 17 名
参加。２回目の試
みでしたが、大好
評でした。定例の
行事にするつも
りです。

５月 22 日に第７回定期総
会を開催。社会的運動の推
進と組織拡大を目指すこと
を確認しました。会員拡大
運動を強力に導いてきた北
條会長が勇退。堀田新会長
体制になりました。総会後
は和気あいあいの懇親会。

３月 14 日、東京清掃主
催の退職者送別会。準備
期間が短かったためか参
加者は少なく残念でした
が、各退職者の思い出を
じっくり聞けて、楽しい
会になりました。

４月 26 日の中央メーデー
は例年同様代表参加とし、
５月１日の日比谷メーデー
中心に取組みました。参加
者は年々増え、過去最大の
22 名に。東京清掃本部・
女性部・青年部と一緒の梯
団で隊列を組み、元気にデ
モ行進しました。

５月 31 日、今年も東京
清掃ボウリング大会に参
加。「でき過ぎ」なほど
好調で大健闘しました。

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2014 年 12 月

日比谷メーデー

中央メーデー

４月８日、恒例のお花見ウォーク。今年は
旧芝離宮庭園・浜離宮庭園散策、隅田川ク
ルーズと盛り沢山。参加者は家族を含め 25
名。二つの庭園では咲き誇る八重桜と陽気
に恵まれ、隅田川からながめるスカイツリー
に感激。まさに春を満喫した一日でした。

浜離宮庭園・汐入りの池にて

新役員紹介

勇退した　
北条前会長

２月 14 日、明治大学登戸研究
所資料館を見学しました。2.26
事件を思わせるような大雪の
中、10 名参加。登戸研究所は
戦争の恐ろしさと愚かさを語り
継ぐ貴重な戦争遺跡です。まさ
に特定秘密保護法の世界がそこ
にありました。



５

９月 14 日地公退高齢者集会、
９月 15 日全国高齢者集会の高
齢者連続行動に参加。残暑の中、
銀座デモを貫徹しました。

10 月７日、「介護保険制度改正で私た
ちの暮しはどうなる？」をテーマに学
習会を開催しました。学習で疲れた頭
を癒すのはやっぱり懇親会ですね。

10 月 20 日にフィールドワーク。日本橋川・神田川・小
名木川をチャーター船でクルーズ。日本橋川と神田川には
現・元の清掃施設が点在しており清掃事業の歴史を懐かし
むこともできました。圧巻は東京のパナマ運河・扇橋閘門。
江戸・東京の歴史を存分に楽しんだ小さな船の旅は、参加
者から絶賛でした。

９月 28 日、
東京清掃定期
大会で堀田会
長挨拶

11 月 18 日、
賃金確定第三
波総決起集会

（庄司事務局
長が激励）

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2014 年 12 月

今年の親睦旅行は 11 月４日〜６日の
「南さわやか信州〜歴史と文化を訪ね
る旅」。参加者は 22 名と少なく残念
でしたが、善光寺と北向観音両参り、
一茶館見学や小布施・海野宿散策な
ど、紅葉真っ盛りの北信州を楽しみ
ました。もちろん、恒例のカラオケ
大会も大いに盛り上がりました。

9.20 辺野古に新基地を
つくらせない！東京集会

今年も脱原発の
流れを止めない
ための行動が多
数組まれ、退職
者会も一翼を担
いました。

学習交流会 2014
中西講師

10 月 24 日、
賃金確定第一
波総決起集会

（戸枝会計が
激励）

3.15 さようなら原発
キャラバンと大行動

6.28 川内原発再稼働させるな
さようなら原発首都大行進

全日制市民の立場
を活かして、各種
集会・行動に積極
的に関わりました。

10.31 狭山事件の再審を
求める市民集会

9,29 安倍政権の暴走を止めよう
国会包囲ヒューマンチェーン

9.1 集団的自衛権行使容認
閣議決定抗議官邸前行動

今年も東京清掃との連携強化

日本橋船着場にて傘をさして閘門の水門を通過
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参
加
。
▼
同
日
、
自
治
退
都
本
部
幹
事

会
が
開
催
さ
れ
小
林
事
務
局
次
長
（
幹

事
）
が
参
加
。
総
会
議
案
等
を
検
討
。

▼
10
月
８
日
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
反

対
大
集
会
が
日
比
谷
野
音
で
開
催
さ

れ
４
名
参
加
。
▼
10
月
16
日
、
親
睦
旅

行
打
合
せ
。
部
屋
割
り
・
バ
ス
席
・
宴

席
・
ア
ン
ケ
ー
ト
等
決
定
。
▼
10
月
17

日
、
戦
争
へ
の
道
を
ゆ
る
さ
な
い
東
京

集
会
が
日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
さ
れ

７
名
参
加
。
▼
10
月
20
日
、
神
田
川
・

日
本
橋
川
・
小
名
木
川
ク
ル
ー
ズ
。
25

名
参
加
。
大
好
評
で
し
た
。
▼
10
月

22
日
、
自
治
退
都
本
部
定
期
総
会
が
調

布
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
堀
田
会

長
、
戸
張
副
会
長
、
庄
司
事
務
局
長
が

参
加
。
▼
10
月
26
日
、
団
結
ま
つ
り
が

亀
戸
中
央
公
園
Ａ
地
区
で
開
催
さ
れ

５
名
参
加
。
▼
10
月
29
日
、
都
庁
退

役
員
会
が
都
庁
で
開
催
さ
れ
庄
司
事

務
局
長
（
幹
事
）
が
参
加
。
総
会
議
案

等
を
検
討
。
▼
10
月
31
日
、
狭
山
事
件

の
再
審
を
求
め
る
市
民
集
会
が
日
比

谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
、
６
名
参

加
。
▼
11
月
４
日
～
６
日
の
２
泊
３
日

で
親
睦
旅
行
、
さ
わ
や
か
信
州
・
歴
史

退職者会
活動日誌

と
文
化
を
訪
ね
る
旅
。
戸
倉
上
山
田
温

泉
・
ホ
テ
ル
清
風
園
に
連
泊
。
22
名

参
加
。
▼
11
月
10
日
の
第
２
回
企
画

部
会
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
総
括
、

演
芸
を
楽
し
む
会
、
お
花
見
ウ
ォ
ー
ク

を
検
討
。
▼
11
月
11
日
、
戦
争
さ
せ

な
い
・
９
条
壊
す
な
大
行
動
が
国
会

周
辺
で
行
わ
れ
10
名
参
加
。
▼
11
月

13
日
～
14
日
、
自
治
退
中
央
本
部
定

期
総
会
が
広
島
市
で
開
催
さ
れ
柳
副

会
長
が
参
加
。
▼
東
京
清
掃
賃
金
確

定
闘
争
を
応
援
。
10
月
24
日
第
一
波

総
決
起
集
会
は
戸
枝
会
計
、
11
月
５

日
第
三
地
連
決
起
集
会
は
古
口
幹
事
、

11
月
７
日
第
二
地
連
決
起
集
会
は
庄

司
事
務
局
長
、
11
月
11
日
第
五
地
連
決

起
集
会
は
戸
張
副
会
長
と
植
草
幹
事
、

11
月
12
日
第
四
地
連
決
起
集
会
は
戸

枝
会
計
、
11
月
18
日
第
三
波
総
決
起

集
会
は
庄
司
事
務
局
長
と
戸
枝
会
計

が
参
加
し
激
励
。
▼
11
月
19
日
、
都

庁
退
定
期
総
会
が
新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
で

開
催
さ
れ
、
戸
張
副
会
長
、
渡
辺
幹
事
、

吉
田
幹
事
、
植
草
幹
事
、
庄
司
事
務

局
長
が
参
加
。
▼
11
月
27
日
に
第
７

回
三
役
会
。
当
面
の
活
動
計
画
等
を

検
討
。
三
役
全
員
出
席
。
▼
12
月
４
日
、

第
８
回
三
役
会
で
幹
事
会
議
案
を
検

討
。
同
日
、
第
３
回
幹
事
会
。
幹
事

11
名
出
席
。
▼
事
務
局
会
議
・
事
務

＊
10
月
７
日
の
第
２
回

幹
事
会
以
降
12
月
４
日

の
第
３
回
幹
事
会
ま
で

▼
10
月
７
日
、
中
西
自

治
退
事
務
局
次
長
講
師

に
よ
り
「
改
正
介
護
保

険
制
度
で
暮
ら
し
は
ど

う
な
る
？
」
を
テ
ー
マ

に
学
習
交
流
会
。
19
名
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11
月
13
日
と
14
日
、
リ
ー
ガ
ロ

イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
で
全
日
本
自

治
体
退
職
者
会
第
43
回
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
、
代
議
員
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

　

福
田
利
久
会
長
は
、「
安
倍
政
権

は
戦
争
の
で
き
る
国
を
つ
く
ろ
う

と
し
て
い
る
。
こ
の
広
島
の
地
に

原
爆
が
投
下
さ
れ
て
70
年
。
こ
れ

を
節
目
に
断
じ
て
戦
争
を
許
し
て

は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
看
過
で
き

な
い
こ
と
は
労
働
者
の
格
差
拡
大
。

勝
利
は
、
沖
縄

県
民
が
辺
野
古

新
基
地
建
設
反

対
に
大
同
団
結

改
善
が
必
要
だ
。
人
権
無
視
、
憲

法
軽
視
、
民
主
主
義
を
な
い
が
し

ろ
に
す
る
安
倍
政
権
を
追
い
込
み
、

高
齢
者
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
を

目
指
そ
う
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

総
会
の
議
論
は
紙
面
の
都
合
で
報

告
を
割
愛
し
ま
す
が
、
会
長
挨
拶

に
集
約
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

な
お
、今
総
会
で
福
田
会
長
（
横

浜
市
従
退
）
が
勇
退
し
、
吉
沢
弘

久
さ
ん
（
自
治
労
六
番
町
退
）
が

新
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。（
柳
）

都
庁
退
第
12
回
定
期
総
会

戸
張
副
会
長
が
議
長
で
総
会
を
進
行

業
務
は
９
回
。
行
事

企
画
、
機
関
紙
・
定

例
連
絡
等
送
付
、
旅

行
会
と
ク
ル
ー
ズ
の

準
備
等
。

自
治
退
全
国
総
会
に
参
加
し
て

　

11
月
19
日
、

新
宿
Ｎ
Ｓ
ビ
ル

で
、
都
庁
退
第

12
回
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
議
長
に

戸
張
副
会
長
が

選
出
さ
れ
、
総

会
の
進
行
役
を

非
正
規
の
労

働
条
件
大
幅

し
た
成
果
だ
。
来
る
衆
院
選
で
は

安
倍
内
閣
の
悪
政
を
止
め
る
た
め
、

自
治
退
と
共
に
取
組
む
。」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

確
立
し
た
活
動
方
針
は
、
年
金
・

医
療
・
介
護
保
険
、
組
織
拡
大
等

の
取
組
み
や
社
会
的
運
動
を
、
自

治
退
都
本
部
・
都
退
協
・
地
公
退

と
と
も
に
進
め
る
と
い
う
も
の
で

す
。
私
た
ち
も
都
庁
退
の
取
組
み

に
最
大
限
参
加
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。（
庄
司
）

務
め
ま
し
た
。

　

岡
田
会
長
は
、「
沖
縄
知
事
選
の



７

東京清掃労働組合退職者会機関紙　2014 年 12 月

　

12
月
10
日

の
秘
密
保
護

法
施
行
日
を

前
に
、
６
日
、

日
比
谷
野
音

で
「
秘
密
保

護
法
施
行
す

る
な
！
大
集

会
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
の

ロ
レ
デ
ィ
ー
）

は
、
正
社
員

と
同
じ
仕
事

を
し
て
い
て

学
習
院
大
学
大
学
院
教
授
青
井
未

帆
さ
ん
は
、「
私
た
ち
が
声
を
上
げ

る
こ
と
が
抑
止
力
に
な
る
」
と
、

声
を
上
げ
続
け
る
こ
と
の
重
要
さ

を
強
調
し
ま
し
た
。

　

若
い
世
代
を
代
表
し
て
「
特
定

秘
密
法
に
反
対
す
る
学
生
有
志
の

会
」
は
「
若
者
は
声
を
出
さ
な
き
ゃ

だ
め
だ
。
自
分
で
考
え
、
自
分
の

言
葉
で
語
る
こ
と
が
必
要
。」
と
呼

び
か
け
、若
者
に
も
闘
い
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。
秘
密
保
護
法
は
施
行
さ
れ
ま

し
た
が
、
廃
案
ま
で
あ
き
ら
め
ず

に
闘
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

11
月
22
日
、

田
町
交
通
ビ

ル
で
「
が
ん

ば
れ
メ
ト
ロ

レ
デ
ィ
ー
！

非
正
規
大
集

会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
メ
ト

ロ
の
売
店
で

戦争する国絶対反対！
９条壊すな！

国会包囲怒りの大コール

　

約
７
人
が
国
会
議
事
堂
を
取
り

囲
ん
で
「
安
倍
政
権
に
Ｎ
Ｏ
！
」。

　

11
月
11
日
、「
戦
争
を
さ
せ
な

い
千
人
委
員
会
」
と
「
解
釈
で
憲

法
９
条
を
壊
す
な
！
実
行
委
員

会
」
主
催
の
「
戦
争
さ
せ
な
い
・

９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
国
会

包
囲
行
動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

国
会
を
ぎ
っ
し
り
取
り
囲
ん
だ

参
加
者
は
、「
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
、
今
す
ぐ
撤
回
！
」「
戦
争
す

る
国
、
絶
対
反
対
！
」「
９
条
壊
す

な
！
」
の
同
時
コ
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。
怒
り
の
コ
ー
ル
は
、
戦
争

反
対
だ
け
で
は
な
く
、
原
発
・
辺

野
古
新
基
地
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
労
働
者

派
遣
法
・
秘
密
保
護
法
な
ど
、
安

倍
政
権
が
暴
走
す
る
あ
ら
ゆ
る
分

野
へ
向
け
ら
れ
ま
し
た
。「
も
う
安

倍
は
ゴ
メ
ン
だ
」。
そ
の
声
は
い
つ

し
か
「
安
倍
は
や
め
ろ
！
」
に
変

り
、
大
き
く
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。 

　

こ
の
日
、
夜
の
行
動
で
し
た
が
、

退
職
者
会
と
し
て
も
力
を
入
れ
て

取
組
み
、
実
に
10
名
も
の
会
員
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
の
秘
密
保
護
法
強
行

採
決
、
今
年
７
月
の
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
閣
議
決
定
と
、
重
大

な
事
態
が
起
こ
る
た
び
に
、
国
会

前
で
何
度
も
行
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
来
年
は
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
を
実
体
化
す
る
「
日
米
防

衛
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
戦
争
関
連
法

案
制
定
」
が
焦
点
に
な
り
ま
す
。

あ
き
ら
め
ず
に
闘
い
ま
し
ょ
う
。

涙
あ
り
笑
あ
り
感
動
あ
り

が
ん
ば
れ
メ
ト
ロ
レ
デ
ィ
ー
！

秘
密
保
護
法
を

施
行
す
る
な
！

働
く
非
正
規
労
働
者
（
自
称
メ
ト

も
賃
金
は
半
分
以
下
、
退
職
金
も

な
く
、
社
内
報
す
ら
配
布
さ
れ
な

い
差
別
に
抗
し
て
、
異
議
を
訴
え

て
労
組
を
つ
く
り
、
非
正
規
差
別

撤
廃
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

非
正
規
の
闘
争
の
最
先
端
に
立

つ
彼
女
た
ち
の
闘
い
は
「
涙
あ
り
、

笑
あ
り
」。「
非
正
規
だ
か
ら
っ
て
、

あ
き
ら
め
な
い
ぞ
ー
！
」
の
一
斉

コ
ー
ル
は
感
動
も
の
で
し
た
。
非

正
規
の
闘
い
支
援
は
急
務
で
す
。
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安心総合共済
加入の相談は退職者会へ

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
全
日
本

自
治
体
退
職
者
会
が
取
り
扱
う
会

員
向
け
の
損
害
保
険
で
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
の
補
償
対
象

は
、
①
交
通
事
故
を
含
む
ケ
ガ
を

し
た
と
き
な
ど
の
「
傷
害
事
故
」、

②
他
の
方
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
り
、

器
物
を
損
傷
し
た
と
き
な
ど
の
法

律
上
の
「
賠
償
事
故
」、
③
外
出
時

に
お
け
る
身
の
回
り
品
の
損
害
等

の
「
携
行
品
損
害
」、
④
個
人
賠
償

で
は
補
償
さ
れ
な
い
預
か
り
品
の

賠
償
責
任
で
す
。
ゴ
ル
フ
関
連
の

オ
プ
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
旅
行
保
険

険
の
要
素
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
70
歳
の
年
齢
制
限
が
つ

い
て
い
ま
す
が
「
が
ん
補
償
」
も

オ
プ
シ
ョ
ン
で
つ
い
て
い
ま
す
。

①
緊
急
医
療
相
談
、
②
医
療
機
関

案
内
、
③
予
約
制
専
門
医
相
談
の

「
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
」
も
便
利

な
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
、
団
体
割

引
で
最
高
レ
ベ
ル
の
３
割
引
き
が

適
用
さ
れ
て
お
り
、
会
員
の
年
齢

構
成
を
考
慮
す
れ
ば
、
掛
金
も
安

く
、
加
入
に
あ
た
り
年
齢
制
限
が

な
く
、
医
師
の
審
査
も
不
要
（
が

ん
補
償
を
除
く
）
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。

　

新
規
加
入
を
希
望
す
る
方

は
、「
安
心
総
合
共
済
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
」
の
「
資
料
請
求
ハ
ガ

キ
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上

投
函
し
て
く
だ
さ
い
。
自
治
労

サ
ー
ビ
ス
よ
り
加
入
に
必
要
な

書
類
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
「
安
心
総
合
共
済
」
は
９
月

末
ま
で
加
入
可
能
な
の
で
、
他

　歳をとるとちょっとした
ことでケガをし、意外に長
引くことがある。歩行中に
足を取られて転倒し、右膝
を捻挫。大したことはない
と思っていたが、なかなか
直らず、結局30日間も通院。
保険を請求すると６万円支
給。通院１日目からの補償
はメリットだと思った。保
険請求も簡単だった。

　同居中の孫が公園で自転
車の練習中転倒し、砂場で
遊んでいた幼児の頭に切り
傷を負わせた。軽傷とは思っ
たが念のため通院してもら
い、治療費を支払った。保
険の対象になると聞いてい
たので安心して対応できた。
保険は精神的な安心にもつ
ながると思った。

加入者の声（Ｃさん）
加入者の声（Ａさん）

■４つの基本補償

①障害事故
　日常生活における偶
然な外来の事故により
ケガをした場合

②賠償事故
　日常生活における法
律上の賠償事故（同居
の家族も補償）

③携行品損害
　住宅外で被保険者所
有の携行品が偶然な事
故で損傷した場合

④受託品賠償責任
　他人からの預かり品
やレンタル用品などに
対する賠償事故が対象

や
ゴ
ル
フ
保

の
保
険
か
ら
切
換
え
る
場

合
も
安
心
で
す
。
加
入
に
つ

い
て
是
非
検
討
し
て
く
だ

さ
い
。
加
入
に
関
す
る
問
合

せ
は
清
掃
退
職
者
会
へ
。

　公園で写真撮影中、誤っ
て三脚を倒してしまい、カ
メラと望遠レンズを大破。
メーカーへ修理に出したと
ころ、部品を全取っ替えす
る必要があるとの見積もり。
金額も目をむくほどでした。
しかし、保険請求したとこ
ろ、免責分５千円を除く全
額補償で大助かり。保険に
入っていて良かった。

加入者の声（Ｂさん）


